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2-1-4. 沖縄県内における外来生物法及び生態系被害防止リスト掲載種（植物）の生育状況調査 

(1) 目的 

県内の外来植物の生育状況については、情報が古いものが多く、現状の生息状況がわからない

ものも多い。そこで、沖縄県対策外来種リストの改定に向けた基礎情報として、生態系への影響

が大きいと考えられる外来生物法及び生態系被害防止外来種リストに掲載されている植物や近年

沖縄に置いて分布を拡大していると考えられる種を対象に、沖縄県内における外来植物の生育状

況の把握を行った。 

 

(2) 調査方法 

調査は、事前にルートを設定した上で、そのルートを踏査して出現した調査対象の外来種を記

録した。調査ルートは、森林内、林縁、耕作地・草地、湿地といった環境区分ごとに設定した。

各環境区分は調査ルートを代表する環境であり、一部に他の環境区分の要素が含まれる場合があ

る。調査ルートは、1 ルートあたり概ね 1 時間程度で調査できる距離（0.5～1.5km 程度）で設定

した。ただし、湿地など立ち入りが困難な場所では湿地全体が見渡せる場所で、双眼鏡等を用い

て確認を行うなど、ルートごとの調査努力量は異なることに留意する必要がある。外来植物の生

育状況については、確認した種ごとにそのルート上での生息量の多寡を 5段階で評価した。 

 

表 2-1-4.1 調査ルートに設定した各環境区分のイメージ 

環境区分 概要 

草地／耕作地 主に平野部で畑として利用されている耕作地周辺又は草本層からなる植生が

広がる場所。 

林縁 森林の周縁部の植生。マント群落などを含む環境。 

森林 主に高木、亜高木又は低木に覆われた環境。一部に林縁的な環境を含む場合

もある。 

湿地（淡水湿

地・池等） 

自然の淡水湿地、池、人工的に造られたビオトープ湿地、ダム等。水田も含

む。岸部、水面、水中を対象とした。 

河川・河原 河川堤外地の流水部及び河原部、堤防斜面を対象とした。 

塩性湿地 主に河口部に存在するマングローブ林、干潟等の潮汐の影響を受ける湿地環

境。 

海岸 砂浜及び岩礁からなる海浜で高潮線から一部後背部の海岸林を含む環境。 

 

表 2-1-4.2 外来植物の生育規模の評価基準 

生育規模 生育状況 

非常に多い（5） 調査区間全域に出現し、生育面積も広い。 

多い   （4） 調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。 

少ない  （3） 調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。 

数株   （2） 調査区間において数株が確認された。 

1 株    （1） 調査区間において一株のみ確認された。 
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